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(54)【発明の名称】 平面表示装置

(57)【要約】
【課題】表示セルを確実にフレームの設計基準箇所に固
定することができる平面表示装置を提供する。
【解決手段】液晶表示セル１６をフレーム１２の内側へ
押圧する押圧部３０を、フレーム１２の隣接する２つの
側壁にそれぞれ設け、これら２つの側壁に対向するフレ
ーム１２の角部２５を液晶表示セル１６の位置決め用受
部としたものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】上面が開口したフレームに表示セルを収納
した平面表示装置において、
前記表示セルを前記フレームの内側へ押圧する押圧部
を、前記フレームの隣接する二つの側壁にそれぞれ設
け、
これら二つの側壁が交わる角部に対向する前記フレーム
の角部を、前記表示セルの位置決め用受け部としたこと
を特徴とする平面表示装置。
【請求項２】前記フレームの内部であって、前記表示セ
ルの下にバックライトを収納したことを特徴とする請求
項１記載の平面表示装置。
【請求項３】前記押圧部は、前記フレームの一側壁に切
欠を設け、前記切欠の間に弾性的な架設部を設け、この
架設部から前記フレームの内側へ向かって突起部を設け
たものであることを特徴とする請求項１記載の平面表示
装置。
【請求項４】前記表示セルの隣接する二辺には、ＴＣＰ
がそれぞれ設けられ、
前記押圧部は、前記ＴＣＰが設けられている二辺と対向
する二辺を押圧することを特徴とする請求項１記載の平
面表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、平面表示装置の表
示セルの取付構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】液晶表
示装置は、合成樹脂製の箱型よりなるフレーム内部に、
バックライトを収納し、その上に液晶表示セルを収納し
ていた。
【０００３】そして、この液晶表示装置の組立作業にお
いては、部材寸法公差や組立バラツキを少なくするた
め、従来は作業者自身が、設計基準個所に液晶表示セル
を付き当てて、その位置で液晶表示セルが動かないよう
に、両面接着テープで固定していた。
【０００４】しかしながら、この組立方法であると作業
者の作業バラツキや作業ミスによって付き当て箇所がず
れたり、固定の不具合があった。
【０００５】そこで、本発明は上記問題点に鑑み、表示
セルを確実にフレームの設計基準箇所に固定することが
できる平面表示装置を提供するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、上面
が開口したフレームに表示セルを収納した平面表示装置
において、前記表示セルを前記フレームの内側へ押圧す
る押圧部を、前記フレームの隣接する二つの側壁にそれ
ぞれ設け、これら二つの側壁が交わる角部に対向する前
記フレームの角部を、前記表示セルの位置決め用受け部
としたことを特徴とする平面表示装置である。
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【０００７】請求項２の発明は、前記フレームの内部で
あって、前記表示セルの下にバックライトを収納したこ
とを特徴とする請求項１記載の平面表示装置である。
【０００８】請求項３の発明は、前記押圧部は、前記フ
レームの一側壁に切欠を設け、前記切欠の間に弾性的な
架設部を設け、この架設部から前記フレームの内側へ向
かって突起部を設けたものであることを特徴とする請求
項１記載の平面表示装置である。
【０００９】請求項４の発明は、前記表示セルの隣接す
る二辺には、ＴＣＰがそれぞれ設けられ、前記押圧部
は、前記ＴＣＰが設けられている二辺と対向する二辺を
押圧することを特徴とする請求項１記載の平面表示装置
である。
【００１０】本発明であると、表示セルをフレーム内部
に収納した場合に、フレームの隣接する二辺に設けられ
た押圧部によって表示セルが位置決め用受部に押圧さ
れ、設計基準位置に固定される。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施例の液晶表
示装置１０について図１～図４に基づいて説明する。
【００１２】図１は、本実施例の液晶表示装置１０の斜
視図である。
【００１３】この図に示すように、合成樹脂製の上面が
開口した箱型のフレーム１２内部に、まずバックライト
１４が収納され、その上に液晶表示セル１６が収納され
ている。
【００１４】バックライト１４は、導光板の側方に直管
状のランプが配され、また、導光板の上に複数枚の光学
シートが積層されたものである。
【００１５】液晶表示セル１６は、アレイ基板と対向基
板との間に液晶を封入したものである。そして、この液
晶表示セル１６の長辺側の一辺（以下、第１辺という）
には、液晶表示セル１６に画像信号を伝えるためのＴＣ
Ｐ１８が配されている。また、この第１辺と隣接する短
辺側の一辺（以下、第２辺という）には、ゲート信号を
出力するためのＹ側ＴＣＰ２０が設けられている。
【００１６】フレーム１２の構造について以下説明す
る。
【００１７】フレーム１２は、前記したように箱型をな
し、４つの側壁と底面とより構成されている。このう
ち、液晶表示セル１６のＸ側ＴＣＰ１８が配されている
第１辺に対応する側壁（以下、第１側壁という）２２
は、Ｘ側ＴＣＰ１８がフレーム１２の下面に折り返し可
能なように他の側壁よりも低く形成されている。同じく
Ｙ側ＴＣＰ２０が取付けられている第２辺に対向するフ
レーム１２の側壁（以下、第２側壁という）２４は、同
じく高さが低く形成されている。そして、この第１側壁
２２と第２側壁２４とが交わる角部は、通常の高さに設
定されている。
【００１８】第１側壁２２と対向する第３側壁２６と、
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第２側壁２４に対向する第４側壁２８には、液晶表示セ
ル１６を角部２５に押圧するための押圧部３０がそれぞ
れ２箇所ずつ設けられている。
【００１９】この押圧部３０の詳細な構造について、第
３側壁２６に設けられている押圧部３０を例にとって、
図２～図４に基づいて説明する。
【００２０】第３側壁２６には、平面矩形の切欠３２が
設けられ、この切欠３２の第３側壁２６の内側部分には
弾性的な架設部３３が架設され、その架設部３３の中央
部分においてフレーム１２の内側に向かって突起３４が
設けられている。
【００２１】この突起３４は、フレーム１２の外側に向
かって押圧されると、架設部３３の部分でフレーム１２
の外側に移動する構造となっている。
【００２２】上記構成のフレーム１２に液晶表示セル１
６を収納する場合について説明する。
【００２３】押圧部３０の突起３４を指またはドライバ
ーによって収納部分３６から待避させ液晶表示セル１６
を収納部分３６に収納する。すると、４つの押圧部３０
の突起３４がフレーム１２の内側に向かって架設部３３
の付勢力によって押圧し、液晶表示セル１６が、角部２
５に向かって押圧される。この場合に、角部２５を液晶
表示セル１６の設計上の位置決め位置に設定しておく
と、液晶表示セル１６は必ずこの角部２５に押圧されて
固定されるため、部材寸法公差や組立バラツキが発生す
ることがなく、その作業において作業者によるバラツキ
も発生することがない。更に、従来のように液晶表示セ
ル１６を固定するために両面接着テープを用いたりする
こともない。
【００２４】図５は、押圧部３０の変形例を示してい
る。
【００２５】即ち、突起部３４の先端側に斜面３８を設
けることによって、液晶表示セル１６を収納部分３６に
収納する場合において、液晶表示セル１６の角部をこの
斜面３８に当てて収納することにより、収納部分３６に*
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*液晶表示セル１６を収納しやすくなる。
【００２６】
【発明の効果】以上により本発明の平面表示装置である
と、押圧部によって表示セルがフレームの位置決め用受
部に固定されるため、部材寸法公差や組立バラツキを防
止することができ、常に同じ位置に表示セルを固定する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を示す液晶表示装置の斜視図
である。
【図２】同じく押圧部の拡大斜視図である。
【図３】同じく液晶表示セルを取付けていない状態の押
圧部の平面図である。
【図４】同じく液晶表示セルを取付けた状態の押圧部の
平面図である。
【図５】押圧部の変更例の斜視図である。
【符号の説明】
１０  液晶表示装置
１２  フレーム
１４  バックライト
１６  液晶表示セル
１８  Ｘ側ＴＣＰ
２０  Ｙ側ＴＣＰ
２２  第１側壁
２４  第２側壁
２５  角部
２６  第３側壁
２８  第４側壁
３０  押圧部
３２  切欠
３３  架設部
３４  突起
３６  収納部分
３８  斜面

【図２】 【図３】 【図４】
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